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研究成果の概要（和文）：　研究成果としては、次のような諸点から、理論的動向の整理をした。
　まず、物質的な側面での映像に関わる言説や新しい思想動向における（新しい唯物論や思弁的実在論、またメ
ディア考古学やメディア人類学などの）理論的言説においても、映像をもちいた作品実践においても、物質的な
側面への注視を折り込んだものが世界各国で多くみとめられた。また、その組み立てについて歴史的経緯のなか
で一定程度整理することができた。

研究成果の概要（英文）： What has been done in this research project is a mapping of theorizations 
on the question of image and materiality.
 Firstly, not only many theorizations  in image studies and media studies, but also discourses in 
new tides in philosophy and others (New Materialism, Speculative realism and so on), and furthermore
 practices in art works employing visual images have been showing strong theoretical concerns with 
materiality in visual images, in Europe, North America, and Asia.  And this project examines, to a 
certain extent, a sort of genealogical analysis on those theorizations.     
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　一見抽象的な理論化言説の動向に関わる研究であるものの、並走する、同時に芸術作品における実践的思考の
調査もおこないえたがゆえに、理論化言説の整理のみならず、難解とされたり同時代芸術作品に関するマッピン
グについても一定程度作成することができた。　
　結果、国内外の代表的な研究者とその動向を整理する共同討議を著作物としてまとめ『マテリアル・セオリー
ズ』（人文書院、2018年）として刊行し、高い評価も受けた。さらに、日本における映像の歴史を物質性をめぐ
る観点から整理した論文を、フランスはポンピドーメッスで開催された現代日本芸術展「JAPANORAMA」展の図録
（2017年）に発表することもできた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 デジタル技術を用いた新しいタイプの映像が出現して以来、それ以前のいわゆるアナログ映
像の類似と差異についての考察が世界的にすすんでいたが、申請者はその諸成果について整理
をおこない著作『映像論序説』（人文書院、2009 年）を刊行し、日本においてこの問題系に関
する先駆的な仕事として一定程度の評価を受けていた。けれども、その著作において、映像と
身体の関係を主として情動概念を中心に新しい理論化が模索されてきていることをとりあげて
いたものの、それについて踏み込んだ考察はなされず、不十分なままであった。 
 これを前提として、本研究プロジェクトは、同時代の哲学（新しい唯物論や思弁的実在論な
ど）や美学（メディア考古学やメディア人類学など）での新しい思想動向も視野に収め、映像
をめぐる問題圏のなかで物質性という概念を導入し、新しい理論的フレームを探ることができ
るのではないかという背景があった。 
 
２．研究の目的 
前世紀末より爆発的な勢いですすむデジタル技術の発展は映像表現の多彩な出現を促してい
るが、3D プリンタなどの登場にともない、映像研究は欧米において 2010 年頃より全く新しい
ステージに入っている。すなわち「新しい唯物論」と呼ばれる文理融合型の理論化を軸にした
メディア研究の一環として、視覚現象に関わる物質的基盤や、周辺環境との相互作用などに注
目した研究活動が一気に開花することになっている。これを受け、イメー ジの物質性をめぐる
欧米の映像研究に関する言説についての調査研究をおこなうことが本プロジェクトの主たる目
的となる。 なお、本プロジェクトは、一定程度の成果をあげたとされる平成 24－26 年度科学
研究費基盤（Ｃ）を踏まえ、それを発展的に継承するかたちで構想され設計されたものである。 
 
３．研究の方法 
概ね、以下のような方法で、本研究プロジェクトはすすめられた。 
まず、現代メディア研究（イメージ人類学／メディア考古学／ニュー・ メディア研究）など
の理論的言説について文献資料を調査、収集、整理する。これについては、とりわけハンス・
ベルティングの「イメージ人類学」を中心にして、また、カールスルーエメディア芸術センタ
ーの活動の調査をおこない、考察をおこなった。 
また、哲学や思想などの新しい動向（新しい唯物論や思弁的実在論を含む）に関する文献資料
調査、収集、整理をおこなう。これについては、とりわけ、メディア研究と接続する文献資料、
具体的には、映画研究やメディア研究など具体的な領域での仕事もおこなっている研究者によ
る文献を中心に調査をおこなった。 
これらに加えて、映像を用いた芸術作品における実践的動向を探る調査をおこない、映像・作
品資料の同定調査をおこなう。欧州（フランス、イタリア、ドイツ、またイギリスを含む）、北
米（アメリカ合衆国）、アジア（シンガポール、台湾、タイ、香港など）の美術館、アートセン
ターでおこなった。 
また、理論的考察の組み立ての観点からは、欧州、北米、アジアにおいて、理論的言説や実践
的思考において差異が認められるか、差異があるとすればそれはいかなるようなものかを精査
し、映像とその物質性をめぐる観点から整理することを目指すこととした。  
加えて、映像に関する理論化作業、とりわけ映像の物質性に関する理論化作業については、デ
ジタル技術への着目が多いことから、情報理論、特に情報をめぐる哲学的考察の動向について
も調査をおこなった。 
また、欧米ではアニメーション研究が映像の物質性に関しては注目する成果を挙げているので、
それを視野に収めつつ、アニメーション文化について大きな潮流を生み隆盛を誇っている日本
のアニメ文化の特徴をその観点から整理する考察もおこなった。 
さらに、そうしたアニメーションを含め近代日本における映像の歴史を物質性の観点から概括
する研究もおこなった。 
 
４．研究成果 
 研究成果としては、次のような諸点から、理論的動向の整理をおこないうることが確認され
た。 
第一に、物質的な側面での映像に関わる理論的関心の勃興は、欧州、北米、アジア諸国をはじ
め世界各国において認められた。 
第二に、同じく欧州、北米、アジア諸国において、映像をもちいた作品実践においても、物質
的な側面への注視を折り込んだものが同時代的に数多く認められた。 
第三に、第一、第二の観点を前提とした上で、欧州、北米、アジア諸国の間で理論化の作業に
少なからずの方向づけの差異が認められた。 
第四に、新しい唯物論や思弁的実在論においてや、またメディア考古学やメディア人類学にお
いては、物質性の観点がきわめて重要な視角として導入され、理論的精緻化に寄与しているこ
とが認められた。 
第五に、デジタル技術そのものの理論化言説、とりわけ、情報に関わる基礎論的考察の先鋭的
な動向においても物質性への注目が認められた。 
第一、第二、第三、第四については、各分野の国内外の代表的な研究者とその動向を整理する



共同討議をおこなった成果を著作物としてまとめ『マテリアル・セオリーズ』（人文書院、2018
年）として刊行した。 
また、ハーバード大学での国際コンファレンス「Media Theory in Japan」での発表をもとに
編集され刊行された Media Theory in Japan（Duke University Press, 2017 年）に寄稿した。
加えて、日本アニメーション学会第１８回大会において基調講演として「アニメーションと映
像をめぐる問い～アニメ、アニメーション、アニメイティング」をおこなった（2016 年 6月 11
日）。 
第五については、二つの論文を雑誌「思想」（岩波書店、2018 年）に発表した。「身体、情報、
世界」（2018 年）と「データ、情報、人間」（2019 年）である。 
加えて、日本における映像の歴史について物質性をめぐる観点から整理した論文を、フランス
はポンピドーメッスで開催された現代日本芸術展「JAPANORAMA」展の図録（2017 年）に寄稿し
た。 
 さらに、デジタル技術がもたらし、思考様式の変容についての欧米での代表的な著作を邦訳
し刊行した（『プロトコル』、人文書院、2017 年）。 
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